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研究紹介：  

 細胞内に存在する全タンパク質のうち、およそ３割は金属イオン（Fe, Cu, Zn

など）を活性中心として結合することで、電子伝達や様々な酵素機能を発揮している。

しかし、細胞内は金属イオンを強力にキレートできる生体分子で満たされていること

を考慮すると、そのような分子夾雑環境において、金属タンパク質がどのように金属

イオンを確保しているのか、その詳細なメカニズムは明らかでない。そこで、各種生

体試料から調製したホモジェネートや、細胞構造を人工的に再現したリポソームを利

用した新たな細胞模倣実験系を再構築し、「夾雑物」が銅タンパク質 SOD1 の銅イオ

ン獲得に及ぼす影響を解明する。 
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